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４　今後のコロナウイルス感染症対策について

	　今議会に提出された補正予算は、感染拡大の防止など、緊急かつ重要な新型コロナウイルス感染症の事業である。
　とりわけ、医療提供体制については、県民の命と健康を守るため万全の体制を整備する必要がある。
　デルタ株による感染拡大、第５波については、すさまじい勢いで感染が拡大し、本県においても、ピーク時には１日最大療養者数は８０４人、そのうち、重症・中等症患者など、入院の必要のある要入院者数は２３０人と、医療体制に非常に負荷がかかった状態になった。
ＷＨＯは新たな変異株を「オミクロン株」と命名し、最も警戒レベルが高い「懸念される変異株」に指定するなど、予断を許せない状況にある。
そのため、今後の感染再拡大を想定し、重症化リスクの高い高齢者などに対して、症状に応じた医療が提供できるよう、十分な病床数を確保する必要がある。
また、軽症・無症状の感染者の割合も多くなってくることが想定され、３回目ワクチン接種を速やかに進めるとともに、宿泊療養施設の確保や臨時病院などの整備、重症化予防のための抗体カクテル療法の実施拡大など、しっかりと取り組んでいただきたい。
今現在、感染は落ち着きを見せているが、新たな変異株が出現する中、感染拡大防止にどのように取り組まれるのか、伺う。


次に、今後のコロナウイルス感染症対策についてのお尋ねにお答えします。
現在、県内の感染状況は落ち着いていますが、今般、新たな変異株「オミクロン株」が出現するなど、未だ感染の再拡大に予断を許さない状況が続いています。
このため、私は、感染が再拡大する事態においても、全ての感染者が安心して治療等が受けられるよう、医療提供体制の更なる拡充を図るとともに、新型コロナワクチンの３回目の接種を促進することが重要であると考えています。
まず、医療提供体制の拡充についてですが、第６波に向けては、第５波における近隣県の感染状況も勘案し、最大療養者数を国推計の約１．７倍となる１,４００人と想定し、新たな変異株にも対応できる万全の体制を確保することとしています。
具体的には、感染者の症状に応じ、入院または宿泊療養施設での療養を基本とし、受入病床については、１６床増床し５４９床にするとともに、宿泊療養施設についても、新たに、県央部と県西部に２か所開設し、６施設９３０人分を確保したところです。
さらに、万が一、想定を超える感染状況となった場合には、緊急時対応の１００床の運用を行うとともに、酸素投与や投薬などを行う臨時の医療施設を、新たに県内１か所、６０床整備することとしており、医療提供体制全般としては、推計を上回る１,６３９人の受入体制を確保したところです。
また、生活習慣病の既往歴があるなど、重症化の恐れのある軽症患者に対しては、「抗体カクテル療法」により、早期の適切な治療を行うことで重症化を予防できることから、宿泊療養者等に対する専門外来を、県内１か所から３か所に拡充してまいります。
次に、新型コロナワクチンの３回目接種の促進についてです。
ワクチン接種は、感染予防や重症化予防などについて、大きな効果があることから、私は、これまで市町や医師会等の関係機関と連携し、積極的にその促進を図ってきたところです。
一方で、こうしたワクチン効果は、接種後、時間の経過とともに低下することから、追加接種が重要と考えており、私は、希望される方が一刻も早く追加接種していただけるよう、迅速で円滑な接種を進めてまいります。
まず、医療従事者については、１回目・２回目同様、県において医療関係団体と接種体制等の調整を行い、１２月１日から接種を開始したところであり、コロナ患者を受け入れる入院医療機関や診療・検査医療機関を皮切りに、来年の２月中の接種完了を目指してまいります。
　また、年明けの１月から高齢者への接種が、３月からは、その他一般県民への接種が各市町において開始されることから、県といたしましては、ワクチンの安定供給や接種にかかる従事者の確保など、円滑な実施に向けた支援を行ってまいります。
私は、県民の命と健康を守ることを第一に、第５波を上回る爆発的な感染拡大にも十分対応できるよう、引き続き、市町や医療関係機関等との連携を密にし、新型コロナウイルス感染症対策に全力で取り組んでまいります。

